
競争入札に参加される方は、必ず以下のチェックポイントを確認の上、競争参加資格確認申請書を提出
してください。
１　競争参加資格確認申請書

□ 所定様式の申請書を使用していますか。（単独・JV）

□ 開札日(入札日)と同じ日を記入していますか。

□ 愛南町長宛になっていますか。

□ 本店・営業所の所在は、参加条件を満たしていますか。

□ 営業許可(5年)・経営審査(1年7月)の有効期限は、満了していませんか。

□ 土木・建築が参加条件の場合、格付けは、参加条件を満たしていますか。

□ その他の入札参加条件を満たしていますか。

□ 入札者の住所、称号又は名称及び代表者名を記載していますか。

□ 入札者の代表者印を押印していますか。

□ ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ(HP)入札公告日を記入していますか。

□ HPの参加希望工事(業務)名を記載していますか。（誤字、脱字に注意）

２　同種(類似)工事の施工実績

□ 枠外に会社名が記載されていますか。

□ 添付の契約書(CORINS)の写しと同じ工事名が記載されていますか。

□ 発注者名(個人の場合、個人名)が、正しく記載されていますか。

□ 下請けの場合、発注者(元請)共に記載されているますか。

□ 添付の契約書(CORINS)の写しと同じ工事場所が記載されていますか。

□ 添付の契約書(CORINS)の写しと同じ契約金額が記載されていますか。

□ 下請けの場合、下請け金額を記載していますか。

□ 過去15年以内の工期となっていますか。

□ 添付の契約書(CORINS)の写しと同じ契約工期が記載されていますか。

□ いずれかの□にレ印は、されていますか。

□ 共同企業体の場合、出資比率が記載されていますか。

□ 参加条件の工事種別となっていますか。

□ 参加条件に適応した工種、数量が記載されていますか。

□

構造形式が記載されていますか。（例　上下水道：開削工法、推進工法　 防
波堤：ｹｰｿﾝ式、ｾﾙﾗｰ式、単塊式　 擁壁：重力式、もたれ式　 橋梁：送出し式
工法、片持ち式工法　 トンネル：NATM工法、ｼｰﾙﾄﾞ工法　 建築：壁式、ﾗｰﾒﾝ
式等）

□
機材・数量が記載されていますか。（例　旋回起重機船(250t吊) １隻、ｸﾛｰﾗｰ
ｸﾚｰﾝ（80ｔ吊) 2台、ﾊﾞｯｸﾎｳ(0.6m3) 2台、ﾘｯﾊﾟ(32ｔ)等)

□
設計及び現場条件等があった場合に記載されているか。（例　供用中町道（幅
員6m)の布設替、学校夏休み中の改修工事　等)

□ その他特記すべきものがあった場合に、記載されているか。

□ 契約書又はCORINS等の写しは、添付されているか。

３　主任(監理)技術者等の資格・工事経験

□ 枠外に会社名が記載されていますか。

□ 会社での役職が記載されていますか。

□ 氏名は、正しく記載されていますか。

□
雇用年月日は、記載されていますか。（入札の執行日以前に3ヶ月以上の直接
的かつ恒常的な雇用関係にあることが必要です。）

□ 最終学歴は、記載されていますか。(高校、大学等)

□ 専攻学科は、記載されていますか。(普通科、土木学科、建築学科等)
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□ 卒業年は、記載されていますか。

□ 当工事の主任(監理)技術者となる資格が記載されていますか。

□ 資格条件がある場合、条件を満足した資格が記載されていますか。

□
実務経験での技術者は、必要経験年数を満足していますか。（実務経験での技
術者は、最高2業種までです。普通科高校卒業の場合、１業種10年、２業種取
得には、通常20年必要です。）

□

予定下請工事総額が、3000万円(建築一式工事は、4500万円)以上の工事の場合
は、監理技術者資格及び監理技術者講習の取得年、登録番号等が記載されてい
ますか。（平成16年2月29日以前に交付された資格者証を取得している者は、
講習分の記載は不要です。)

□ 契約書の工事名が、正しく記載されていますか。

□ 発注者名(個人の場合、個人名)が、正しく記載されていますか。

□ 下請けの場合、発注者及び元請が共に記載されているますか。

□ 工事場所は、正しく記載されていますか。

□ 契約金額は、正しく記載されていますか。

□ 下請けの場合、下請け金額を記載していますか。

□ 工期は、正しく記載されていますか。

□ 三役職のいずれかにレ印がされていますか。（複数可）

□ なるべく当該工事と同種又は類似工事が記載されていますか。

□ 工事の主要な工種、数量が記載されていますか。

□ 有・無のどちらかに○がされていますか。

工事名 □ 配置予定技術者が現在従事している工事名が記載されていますか。

発注機関名 □ 上記工事の発注者名(個人の場合、個人名)が、正しく記載されていますか。

工期 □ 契約工期が、正しく記載されていますか。

従事役職 □ 上記、三役職のほか工事の役職にあれば、それが記載されていますか。

本工事と重複す
る場合の対応措
置

□

工事従事が重複しても不都合が無い旨の対応措置が記載されていますか。（専
任で設置すべき期間は、契約期間が基本です。設計図書等の書面により期間が
明確になっている次のような場合は、専任を要しません。①現場施工に着工す
るまでの期間　②用地確保が未了等により、工事を全面的に中止している期間
③工場製作のみが行われている期間）

CORINS登録の有無 □ 有・無のどちらかに○がされていますか。

４　受注状況一覧表

□ 会社名が記載されていますか。

□ 作成者氏名、及び作成者連絡先電話番号が記載されていますか。

□

技術者数は、正しく分類され記載されていますか。（経営事項審査の技術職員
数値を参考に、1級(5点)：1級土木施工・1級建築士・技術士等、2級(2点)：2
級建設機械・2級建築施工・1級技能士・第1種電気工事士等、実務経験(1点)：
法第7条第2号イ、ロに該当する実務経験者、2級技能士・電気主任技術者・給
水装置工事主任等　その他 (0点)：上記に該当しない者　として分類する。）

□
監理技術者資格者が、それぞれの技術者数の下に記載されていますか。（実務
経験のみによる大臣認定者は、実務経験下の（ ）へ記載。）

□ 作成日の期日が記載されていますか。

□
4月1日以降の受注工事(繰越を含む）で、公共工事は全て、民間工事は請負額
500万円以上が全て記載されていますか。

□ 発注者名(個人の場合、個人名)が、正しく記載されていますか。

工事番号及び工事名 □ 契約書の工事番号及び工事名が、正しく記載されていますか。

請負額(千円) □ 契約書又は請書に記載された契約額が、正しく記載されていますか。

進捗率(％) □ 進捗率(金額按分)が記載されていますか。

残金額(千円) □ 残金額が、正しく記載されていますか。

工期 □ 完了工事は実工期、施工中工事は契約工期が、記載されていますか。

□ 当該工事の主任(監理)技術者が、記載されていますか。

□ 特記事項があれば記載されていますか。備考
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請負額合計 □ 4月1日以降の受注工事(繰越を含む）の総請負額が、記載されていますか。

□ 作成時時点の手持ち工事総請負額が、記載されていますか。

５　現場従事者一覧表

□ 受注状況一覧表の監理技術者( )の総数と整合していますか。

□ 受注状況一覧表の１級の数値と整合していますか。

□ 受注状況一覧表の２級の数値と整合していますか。

□ 受注状況一覧表の実務経験の数値と整合していますか。

□ １級、２級、実務経験等の人数の合計となっていますか。

□ 受注状況一覧表のその他の数値と整合していますか。

□ 小計①とその他の現場技術者②の合計となっていますか。

□ 会社名が記載されていますか。

□ 会社の住所が、正しく記載されていますか。

□ 作成者氏名が、正しく記載されていますか。

□ 作成日の期日が記載されていますか。

□
営業所の専任の技術者となっている従事者番号に○をつけていますか。（建設
業許可申請書の専任技術者証明書に記載された者）

□ 従事者氏名が、正しく記載されていますか。

□ 作成日現在の満年齢が、記載されていますか。

□
当該工事に該当する技術者資格が、記載されていますか。（適応資格を複数取
得している場合、代表的なものを記載。例：管工事で２級管工事施工管理技士
と給水装置工事主任技術者を取得の時は、２級管工事を記載。）

□ 実務経験の場合、( )書きで該当業種名が記載されていますか。

□
工事毎に現場代理人が割当てられていますか。（愛南町の場合、町単独工事に
限り、3件かつ請負額の総計が300万円以下で各現場間の移動時間が概ね10分以
内の場合兼任を認めています。その他は、常駐です。）

□ 営業所の専任の技術者が、現場代理人となっていませんか。

□
営業所の専任の技術者が、主任技術者となっていませんか。（営業所からの移
動時間が概ね10分以内であれば主任技術者となれます。）

□
請負額が2500万円(建築一式工事は、5000万円)を越える工事は、専任となって
いますか。

□
下請額の総計が3000万円(建築工事業は、4500万円)を越える工事は、監理技術
者の配置（◎表示）としていますか。

□ 入札条件に施工環境監理者の要求がある場合、配置が出来ていますか。

□
技術士、技術士補のうち水産部門の資格、又は水産工学技士の資格を取得して
いますか。

□ 発注者名が、正しく記載されていますか。

□ 工事番号が、正しく記載されていますか。

□
受注中の工事名が、正しく記載されていますか。（完了検査済み工事は、記載
の必要はありません。）

□
同日開札の入札希望工事には、それぞれの従事者に対応する欄に工事名を括弧
書きしていますか。

□ 受注中の工事に対応する請負額が、記載されていますか。

□ 受注中の工事の契約工期が、記載されていますか。

□ 受注中の工事の進捗率が、記載されていますか。

※　その他不明な点がありましたら、企画財政課に問い合わせください。
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